
令
和
四
年
度

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会

・
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨

期
日
　
十
一
月
五
日
（
土
）・
六
日
（
日
）

会
場
　
同
志
社
大
学
／
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場



日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
に
は
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
二
〇
二
二
年
度
秋
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
二
年 
九
月 
二
十
八
日

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
実
行
組
織
代
表
　
山
　
田
　
和
　
人

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表
　
池
　
澤
　
一
　
郎

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
会
　
場
】
同
志
社
大
学
／
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場

【
行
　
事
】

第
一
日
　
十
一
月
五
日
（
土
）

委
　
員
　
会
（
一
二
・
二
〇
〜
一
三
・
四
〇
）

会
場
開
室
（
一
三
・
三
〇
） 

開
会
時
間
（
一
四
・
〇
〇
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
四
・
一
〇
〜
一
七
・
一
〇
）

〔
日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
〕

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
　
池
澤
一
郎
研
究
室

〒
162
―

8644

 

東
京
都
新
宿
区
戸
山
一
―
二
四
―
一

電
　
話
　
〇
三
―
五
二
八
六
―
三
七
二
一
（
呼
出
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

info@
kinseibungakukai.com

「
越
境
す
る
・
交
流
す
る
―
―
近
世
演
劇
を
起
点
と
し
て
―
―
」

 
 

 
 

 
 

パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
　
　
国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
　
　
高
　
橋
　
　
則
　
子

          
 

 
 

 
 

 
 

 

甲
南
女
子
大
学
（
非
）　
　
北
　
川
　
　
博
　
子

                     
 

 
 

 
 

 
 

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授 

　
　
川
　
添
　
　
　
　
裕

                
 

 
 

 
 

 
 

龍
谷
大
学
　
　
寺
　
田
　
　
詩
　
麻

 
 

 
 

 
 

 
 

 

名
城
大
学
　
　
岩
　
井
　
　
眞
　
實

 
 

 
 

 
 

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
　
　
　
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授
　
　
河
　
合
　
　
眞
　
澄

 
 

 
 

 
 

 
 

 

慶
應
義
塾
大
学
　
　
合
　
山
　
　
林
太
郎

 
 

 
 

 
 

司
　
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
大
学
　
　
日
　
置
　
　
貴
　
之

懇
　
談
　
会
（
一
七
・
二
〇
〜
一
八
・
三
〇
）



第
二
日
　
十
一
月
六
日
（
日
）

会
場
開
室
　（
九
・
三
〇
）

研
究
発
表
会
　
午
前
の
部
（
一
〇
・
〇
〇
〜
一
二
・
一
〇
）

閉
　
　
　
会
（
一
六
・
二
〇
）

昼
　
休
　
み
（
一
二
・
一
〇
〜
一
三
・
三
〇
）

研
究
発
表
会
　
午
後
の
部
（
一
三
・
三
〇
〜
一
六
・
二
〇
）

１
　
明
治
期
刊
行
「
苅
萱
」
勧
化
本
の
二
系
統
―
―
近
世
期
刊
行
の
「
苅
萱
」
諸
作
品
と
の
比
較
を
中
心
に
―
―   

龍
谷
大
学
（
院
）　
　
岩
　
間
　
　
智
　
昭

２
　『
太
閤
記
』
の
構
成
―
―
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
関
す
る
検
討
を
中
心
に
―
― 

就
実
大
学
　
　
竹
　
内
　
　
洪
　
介

３
　
東
随
舎
『
続
思
出
草
紙
』
の
検
証
と
考
察 

愛
知
県
立
大
学
　
　
三
　
宅
　
　
宏
　
幸

４
　
頼
春
水
『
負
剣
録
』
に
お
け
る
中
国
游
記
の
摂
取
の
様
相
―
―
近
世
後
期
の
漢
文
紀
行
に
お
け
る
表
現
の
形
成
過
程
―
―

 

慶
應
義
塾
大
学
（
院
）　
　
浅
　
井
　
　
万
　
優

５
　
津
阪
東
陽
の
「
唐
音
説
」
に
つ
い
て
―
―
殆
ど
沙
を
こ
ね
る
が
如
し
―
― 

早
稲
田
大
学
　
　
池
　
澤
　
　
一
　
郎

６
　
小
山
田
与
清
の
蔵
書
形
成
―
―
集
書
と
考
証
と
索
引
の
関
係
―
― 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員PD

　
　
梅
　
田
　
　
　
　
径

７
　
光
格
天
皇
と
女
性
歌
人 

京
都
産
業
大
学
　
　
盛
　
田
　
　
帝
　
子



ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
の
大
会
実
施
に
あ
た
っ
て

二
〇
二
〇
年
初
め
以
来
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
い
、
日
本
近
世
文
学
会
の
研
究
大
会
も
、
一
度
の
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
過
去
四
回
に
わ
た
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
海
外
に
居
住
さ
れ
る

研
究
者
に
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
り
、
非
会
員
の
方
を
含
め
、
従
来
は
来
場
が
困
難
で
あ
っ
た
方
に
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
や
す
く

な
る
な
ど
、
利
点
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
研
究
成
果
の
発
表
や
議
論
だ
け
で
な
く
、
会
員
相
互
の
交
流
を
図

る
こ
と
や
、
大
会
が
開
催
さ
れ
る
土
地
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
る
と
い
っ
た
、
従
来
の
本
学
会
の
研
究
大
会
の
意
義
を
考
え
れ
ば
、

対
面
で
の
研
究
大
会
の
開
催
が
今
後
も
必
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

今
大
会
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
と
対
面
形
式
の
利
点
を
と
も
に
活
か
す
べ
く
、
両
者
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
っ

て
開
催
い
た
し
ま
す
。
依
然
と
し
て
感
染
症
の
流
行
が
続
く
中
で
あ
り
、
飲
食
物
の
本
格
的
な
提
供
を
お
こ
な
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
（
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
み
ご
用
意
し
ま
す
）、
初
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
は
、
懇
談
会
と
い
う
形
で
交
流
の
機
会
を
設
け

る
予
定
で
す
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
の
開
催
は
本
学
会
と
し
て
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
何
か
と
至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
多

く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨

越
境
す
る
・
交
流
す
る

―
近
世
演
劇
を
起
点
と
し
て
―

明
治
大
学
　
日
　
置
　
貴
　
之
（
司
会
）

日
本
の
近
世
文
学
の
多
様
性
を
反
映
し
て
、
日
本
近
世
文
学
会
に
お
い

て
は
、
中
世
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
至
る
幅
広
い
時
代
と
ジ
ャ
ン
ル
に
わ

た
る
研
究
発
表
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
そ
の
研
究
の
方
法
も
、
文
献

学
・
書
誌
学
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
歴
史
学
や
美
術
史
学
を
は
じ
め

と
す
る
隣
接
諸
学
の
手
法
を
援
用
し
た
も
の
や
、
近
年
で
は
文
理
融
合
的

な
も
の
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
多
様
性
が
日
本
近
世

文
学
研
究
の
魅
力
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
一
方
で
対
象
と
研
究

手
法
の
多
様
性
、そ
し
て
各
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
研
究
の
発
展
に
よ
っ
て
、

研
究
の
蛸
壺
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
否
定
は
で
き
な
い
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
近
世
演
劇
を
出
発
点
と
し
て
、
演
劇
研
究

の
多
様
な
方
法
の
実
例
を
見
て
い
く
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
隣
接
ジ
ャ

ン
ル
と
の
関
係
、
都
市
と
地
方
、
大
芝
居
と
小
芝
居
や
寄
席
芸
・
見
世
物

な
ど
と
の
関
係
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
き
た
い
。
近
世
演
劇

研
究
に
お
い
て
は
、台
帳
や
浄
瑠
璃
本
と
い
っ
た
文
献
資
料
の
み
な
ら
ず
、

絵
画
や
戯
作
等
の
文
芸
へ
の
幅
広
い
目
配
り
が
常
に
求
め
ら
れ
る
。ま
た
、

近
年
で
は
江
戸
や
京
・
大
坂
と
い
っ
た
都
市
だ
け
で
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
に
お
け
る
演
劇
や
小
芝
居
、
寄
席
芸
や
見
世
物
と
の
関
係
な
ど
、
近

世
演
劇
の
多
様
な
側
面
へ
の
研
究
が
進
ん
で
お
り
、そ
う
し
た
多
様
性
が
、

近
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
あ
る
い
は
失
わ
れ

て
い
っ
た
か
と
い
う
点
の
解
明
も
進
み
つ
つ
あ
る
。

各
報
告
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
、
す
で
に
消
え
去
っ
た
身
体
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
あ
り
さ
ま
を
資
料
に
よ
っ
て
再
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

は
、
演
劇
以
外
の
研
究
に
も
示
唆
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
お
よ
び
参
加
者
と
の
や
り
取
り
を
通
し
て
、
演
劇
と

諸
ジ
ャ
ン
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
が
深
ま
り
、
越
境
・
交
流
が
実

現
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト

南
北
作
歌
舞
伎
の
素
材
と
そ
の
影
響 

―
『
独ひ
と
り
た
び

道
中
五
十
三
駅
』
を
中
心
に
―

国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
　
高
　
橋
　
則
　
子

文
化
文
政
期
（
一
八
〇
四
〜
二
九
）
の
歌
舞
伎
作
者
、
鶴
屋
南
北
は
永

ら
く
無
学
と
さ
れ
て
き
た
が
、実
は
様
々
な
出
版
物
か
ら
作
劇
し
て
い
た
。

例
え
ば
『
本
草
綱
目
』
に
影
響
さ
れ
た
『
画
図
百
鬼
夜
行
』、『
今
古
奇
観
』

に
淵
源
を
持
つ
読
本
、『
史
記
』
を
典
拠
に
し
た
上
方
絵
本
等
多
様
な
出



つ
な
が
る
、
ひ
ろ
が
る
、
見
世
物
の
交
流
世
界

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
　
川
　
添
　
　
　
裕

文
政
期
は
ラ
ク
ダ
見
世
物
や
一
田
庄
七
郎
の
籠
細
工
と
い
っ
た
、
上
り

総
高
で
千
両
、
二
千
両
の
規
模
と
推
定
さ
れ
る
巨
大
見
世
物
興
行
が
あ
ら

わ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
と
く
に
大
坂
と
江
戸
で
は
、
流
行
見
世
物
を
素
材

と
し
た
文
芸
作
が
多
く
著
さ
れ
、
歌
舞
伎
に
当
て
込
ま
れ
、
落
し
噺
・
落

語
に
取
り
込
ま
れ
、
本
画
や
浮
世
絵
の
題
材
と
な
っ
た
。
今
回
は
主
に
ラ

ク
ダ
見
世
物
に
ま
つ
わ
る
事
例
（
文
政
六
年
、
七
年
及
び
そ
の
前
後
）
を

取
り
上
げ
、
漢
詩
、
狂
歌
、
歌
舞
伎
、
落
語
、
戯
作
、
画
作
な
ど
、
巡
業

す
る
見
世
物
と
絡
ん
で
ひ
ろ
が
る
文
化
現
象
を
ざ
っ
と
見
渡
し
て
み
た

い
。そ
こ
に
は
し
ば
し
ば
話
題
を
共
有
し
て
つ
な
が
る
交
流
世
界
が
あ
り
、

ま
た
往
時
の
海
外
認
識
が
垣
間
見
え
る
点
で
も
、
動
物
と
人
間
と
の
関
係

史
と
い
う
点
で
も
、
興
味
深
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

明
治
期
の
近
松
受
容

―
―
新
派
に
お
け
る
上
演
を
中
心
に龍

谷
大
学
　
寺
　
田
　
詩
　
麻

明
治
期
、「
近
松
門
左
衛
門
の
作
品
を
ど
う
読
み
、
上
演
す
る
か
」
と

い
う
問
い
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
試
み
が
あ
っ
た
。
学
術
的
な
も
の
と
し

て
た
と
え
ば
坪
内
逍
遙
・
饗
庭
篁
村
ら
の
近
松
研
究
が
あ
り
、
実
演
の
方

版
物
を
素
材
と
す
る
。
そ
の
中
に
は
南
北
劇
に
よ
っ
て
さ
ら
に
庶
民
対
象

出
版
物
に
流
行
し
た
も
の
も
あ
る
。
今
回
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
閏

六
月
初
演
歌
舞
伎
『
独
道
中
五
十
三
駅
』
の
猫
石
の
精
が
、
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
刊
『
東
海
道
名
所
図
会
』
を
基
に
作
劇
さ
れ
、
そ
の
後
の

五
十
三
次
も
の
歌
舞
伎
に
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
南
北
劇
が
当
時

の
文
芸
に
果
た
し
た
役
割
を
考
察
し
た
い
。

文
化
交
流
の
場
と
し
て
の
浮
世
絵
・
大
坂
編

　
　
　
　
　
　
甲
南
女
子
大
学
（
非
）　
北
　
川
　
博
　
子

大
坂
で
は
浮
世
絵
全
体
に
占
め
る
役
者
絵
の
割
合
が
高
い
が
、
文
政
中

期
頃
ま
で
は
職
業
絵
師
で
は
な
く
、
歌
舞
伎
の
贔
屓
で
絵
心
の
あ
る
素
人

た
ち
が
下
絵
を
描
い
て
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
役
者
絵
は
文

化
交
流
の
場
と
な
り
、
描
か
れ
た
役
者
自
身
を
は
じ
め
、
絵
師
や
戯
作
者

な
ど
が
着
賛
し
た
作
品
も
多
い
。
ま
た
、
襲
名
や
追
善
な
ど
の
記
念
品
と

し
て
配
り
物
に
さ
れ
た
摺
物
は
、
大
奉
書
に
絵
と
賛
を
載
せ
、
繊
細
な
彫

り
や
豪
華
な
摺
り
で
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
俳
諧
摺
物
の
系

譜
も
あ
っ
て
か
、
大
坂
の
摺
物
の
多
く
は
浮
世
絵
師
以
外
が
手
掛
け
て
い

る
の
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
実
際
に
演
劇
関
係
の
役
者
絵
や
摺
物
の
画

像
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
分
野
の
垣
根
が
低
く
、
人
と
人
と
が
繋
が
り
や

す
い
大
坂
文
化
圏
の
様
相
を
示
し
て
い
き
た
い
。



研
究
発
表
要
旨

明
治
期
刊
行
「
苅
萱
」
勧
化
本
の
二
系
統

―
近
世
期
刊
行
「
苅
萱
」
諸
作
品
と
の
比
較
を
中
心
に
―

龍
谷
大
学
（
院
）　
岩
　
間
　
智
　
昭

苅
萱
説
話
は
近
世
に
入
り
、
分
野
の
垣
根
を
超
え
て
多
く
の
作
品
の
題

材
と
な
っ
た
。
勧
化
本
も
例
外
で
は
な
く
、
寛
延
二
年
に
は
『
苅
萱
道
心

行
状
記
』
が
刊
行
さ
れ
、
浄
瑠
璃
『
苅
萱
桑
門
筑
紫
𨏍
』（
享
保
二
〇
年

初
演
）
と
と
も
に
、
後
続
す
る
「
苅
萱
」
諸
作
品
の
基
盤
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
「
苅
萱
」
勧
化
本
の
刊
行
は
永
く
停
滞
し
た
。

時
代
は
下
り
、
明
治
二
〇
年
代
に
入
る
と
、
多
く
の
「
苅
萱
」
勧
化
本

が
刊
行
さ
れ
た
。
本
発
表
で
は
、
①
『
連
夜
説
教
石
童
丸
』（
明
治
二
八

年
刊
）、
②
『
説
教
苅
萱
発
心
因
縁
談
』（
明
治
二
二
年
刊
）、
③
『
筑
前

苅
萱
宗
教
小
説
芳
名
録
』（
明
治
二
七
年
刊
）
を
主
な
研
究
対
象
と
す
る
。

近
世
期
刊
行
の
「
苅
萱
」
諸
作
品
と
の
比
較
を
通
し
て
、『
苅
萱
道
心
行

状
記
』
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
「
苅
萱
」
説
教
の
内
容
を
精
査
す
る
。

①
は
、
明
治
二
七
年
よ
り
刊
行
さ
れ
た
「
連
夜
説
教
」
シ
リ
ー
ズ
（
全

二
四
冊
）
の
内
の
一
冊
で
あ
る
。
そ
の
本
文
を
確
認
す
る
と
、
大
ま
か
な

内
容
に
留
ま
ら
ず
、細
か
な
本
文
表
現
に
至
る
ま
で
『
苅
萱
道
心
行
状
記
』

を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

②
③
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
「
重
氏
家
臣
型
」
と
呼
ば
れ
る
一
群
で

向
か
ら
は
、
福
地
桜
痴
に
よ
る
時
代
物
の
活
歴
的
な
改
作
や
、
伊
井
蓉
峰
・

河
合
武
雄
ら
の
新
派
に
よ
る
世
話
物
の
「
近
松
研
究
劇
」
上
演
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
一
つ
の
方
向
に
収
斂
す
る
性
質
を
も
た
な
い
が
、
今
回
の
発
表

で
は
、
明
治
期
の
近
松
再
評
価
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
あ
ら
た
め

て
提
供
し
た
い
。ま
た
、日
本
大
学
文
理
学
部
国
文
学
科
が
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
で
公
開
し
て
い
る
、
喜
多
村
緑
郎
文
庫
所
蔵
の
近
松
物
の
台
本
に

つ
い
て
も
言
及
を
試
み
る
予
定
で
あ
る
。

地
方
か
ら
中
央
を
、
近
代
か
ら
近
世
を
照
射
す
る

名
城
大
学
　
岩
　
井
　
眞
　
實

極
め
て
大
雑
把
に
言
う
な
ら
ば
、
近
代
演
劇
史
研
究
は
東
京
の
大
劇
場

に
お
け
る
演
劇
を
主
た
る
対
象
と
し
て
き
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
遡
っ
た

地
点
に
近
世
演
劇
の
全
体
像
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
本
発
表

で
は
、「
反
（
非
）
江
戸
／
東
京
・
大
劇
場
演
劇
史
」
の
視
点
か
ら
、
地

方
／
中
央
、
近
代
／
近
世
の
演
劇
の
様
相
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
近

代
博
多
の
歌
舞
伎
興
行
を
中
心
に
、
番
付
・
衣
裳
・
小
道
具
・
大
道
具
・

演
目
の
選
定
等
、
地
方
巡
業
の
実
態
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
地
方

の
眼
か
ら
見
た
「
前
近
代
の
身
体
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
、
特
に
上
方

役
者
の
そ
れ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
加
え
て
、
明
治
中
期
か
ら
地
方
に
も

夥
し
く
発
生
す
る
新
演
劇
（
新
派
）
の
扱
っ
た
戯
曲
が
貧
弱
な
プ
ロ
ッ
ト

し
か
持
た
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。



閤
記
』
巻
九
で
詳
細
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
」
に

焦
点
を
当
て
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
」

の
範
囲
を
北
陸
や
紀
州
、
四
国
に
広
げ
て
捉
え
る
近
年
の
歴
史
学
的
成
果

も
援
用
し
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
。
加
え
て
、
甫
庵
が
「
小
牧
・
長
久
手

の
戦
い
」
を
焦
点
化
し
て
歴
史
を
叙
述
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
作
中
の
時

系
列
を
調
整
す
る
こ
と
で
『
太
閤
記
』
を
構
成
し
た
可
能
性
も
指
摘
す
る
。

そ
し
て
そ
の
上
で
、
こ
の
よ
う
な
構
成
が
と
ら
れ
た
狙
い
を
、
他
の
巻

に
見
ら
れ
る
繋
が
り
や
甫
庵
の
思
想
的
側
面
も
含
め
て
論
じ
る
こ
と
で
、

秀
吉
の
生
涯
を
描
き
つ
つ
も
間
接
的
に
家
康
を
称
揚
す
る
『
太
閤
記
』
の

執
筆
意
識
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

東
随
舎
『
続
思
出
草
紙
』
の
検
証
と
考
察

愛
知
県
立
大
学
　
三
　
宅
　
宏
　
幸

『
古
今
雑
談
思
出
草
紙
』
の
著
者
東
随
舎
（
講
釈
師
栗
原
幸
十
郎
）
が
、

旗
本
根
岸
鎮
衛
著
『
耳
囊
』
の
取
材
源
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
近
藤

瑞
木
氏
「
講
釈
師
の
読
本
」（『
人
文
学
報
』
三
〇
一
、一
九
九
九
）
が
つ

と
に
指
摘
す
る
。
ま
た
、
近
藤
氏
は
科
研
費
報
告
（
二
〇
〇
三
）
で
『
思

出
草
紙
』
の
異
本
『
簑
笠
撰
誠
感
集
』（
神
宮
文
庫
蔵
）
を
紹
介
さ
れ
た
が
、

総
目
録
と
内
容
と
に
齟
齬
が
あ
り
、
全
容
の
把
握
が
難
し
か
っ
た
。

『
国
書
総
目
録
』未
掲
載
の
架
蔵
『
続
思
出
草
紙
』
は
全
二
十
五
冊
の
内
、

九
冊
が
欠
け
た
十
六
冊
だ
が
、
総
目
録
と
序
跋
が
残
存
す
る
。
序
と
跋
の

あ
る
。
前
半
は
、
先
行
の
「
苅
萱
」
諸
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
内

容
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
後
半
に
つ
い
て
は
、
説
経
『
か
る
か

や
』（
寛
永
八
年
刊
）
に
酷
似
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ

ら
に
、
同
内
容
を
伝
え
る
写
本
『
苅
萱
道
心
発
心
章
』（
明
治
二
〇
年
写
、

沙
加
戸
弘
氏
翻
刻
）
の
存
在
に
徴
す
れ
ば
、
②
③
の
内
容
が
、
当
代
「
苅

萱
」
説
教
の
一
つ
の
典
型
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

『
太
閤
記
』
の
構
成

―
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
関
す
る
検
討
を
中
心
に
―

就
実
大
学
　
竹
　
内
　
洪
　
介

小
瀬
甫
庵
『
太
閤
記
』（
全
二
十
二
巻
、
寛
永
三
年
〈
一
六
二
六
〉
刊
）

は
、
巻
一
〜
巻
十
六
を
秀
吉
の
正
伝
と
し
、
巻
十
七
を
関
白
秀
次
の
伝
、

巻
十
八
・
巻
十
九
を
武
将
列
伝
、
巻
二
十
・
巻
二
十
一
を
甫
庵
の
政
治
論
・

史
論
と
す
る
構
成
を
と
る
。
同
書
に
は
夙
に
甫
庵
に
よ
る
歴
史
的
虚
構
性

が
指
摘
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
太
閤
記
』
中
に
お
け
る
秀
吉
の
正
伝
に
お
い
て
は
、
ま
っ

た
く
時
系
列
に
沿
わ
な
い
形
で
歴
史
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ

る
。
特
に
巻
四
（
前
田
氏
の
戦
記
）、
巻
八
（
佐
々
成
政
の
戦
記
）
は
前

後
巻
と
比
較
す
る
限
り
、
時
系
列
に
沿
わ
な
い
上
、
一
見
秀
吉
の
生
涯
を

綴
る
上
で
無
関
係
な
記
録
で
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
発
表
で
は
こ

の
問
題
に
注
目
し
、
巻
七
に
示
さ
れ
る
記
録
も
考
慮
に
い
れ
た
上
で
、『
太



年
記
は
文
化
三
年
夏
（
五
月
）、序
に
は
『
思
出
草
紙
』
か
ら
漏
れ
た
「
奇

談
雑
説
」
を
集
め
た
旨
が
記
さ
れ
、『
思
出
草
紙
』
の
続
編
と
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
誠
感
集
』
に
目
録
題
だ
け
が
残
る
項
目
が

『
続
思
出
草
紙
』
に
存
し
、『
続
思
出
草
紙
』
の
欠
巻
部
が
『
誠
感
集
』
に

記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
書
の
全
容
が
明
ら
か
と
な
る
。

『
続
思
出
草
紙
』
の
内
容
に
関
し
て
は
、『
耳
囊
』
と
共
通
す
る
話
が
あ

る
ほ
か
、
多
く
の
項
目
が
武
家
の
著
作
と
思
し
き
『
野
翁
物
語
』（
写
本
、

享
和
元
年
序
）
に
依
拠
し
つ
つ
、
そ
の
上
で
東
随
舎
が
自
身
の
知
識
を
加

筆
し
た
り
、『
野
翁
物
語
』
で
「
野
翁
云
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
予
こ
た

へ
て
曰
く
」と
す
る
な
ど
、改
変
す
る
箇
所
も
見
て
取
れ
る
。
さ
ら
に
、『
野

翁
物
語
』
か
ら
の
摂
取
は
、
文
化
三
年
十
二
月
の
序
を
持
つ
東
随
舎
の
写

本
『
古
今
奇
談
落
葉
集
』
に
も
及
ぶ
。

『
続
思
出
草
紙
』
は
、
東
随
舎
が
武
家
界
隈
に
流
通
す
る
「
奇
談
雑
説
」

を
蒐
集
し
、
そ
れ
を
利
用
し
て
書
き
上
げ
た
雑
談
集
と
考
え
ら
れ
る
。

頼
春
水
『
負
剣
録
』
に
お
け
る
中
国
游
記
の
摂
取
の
様
相

―
近
世
後
期
の
漢
文
紀
行
に
お
け
る
表
現
の
形
成
過
程
―

慶
應
義
塾
大
学
（
院
）　
浅
　
井
　
万
　
優

『
負
剣
録
』
は
、
頼
春
水
が
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
東
日
本
を
旅

し
た
際
の
見
聞
を
記
し
た
漢
文
紀
行
で
あ
り
、
近
世
期
に
は
写
本
の
形
で

流
布
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
そ
の
改
稿
の
過
程
を
整
理
し
つ
つ
、『
負

剣
録
』
を
著
す
際
の
、
春
水
の
意
図
や
手
法
を
明
ら
か
に
し
、
併
せ
て

十
八
世
紀
後
半
の
漢
文
に
お
け
る
表
現
の
あ
り
方
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

春
水
が
曽
根
原
魯
卿
に
宛
て
た
安
永
二
年
（
一
七
七
四
）
閏
三
月
十
六

日
付
書
簡
に
お
い
て
、
春
水
は
、
当
時
な
お
支
配
的
で
あ
っ
た
徂
徠
一
派

の
文
風
に
つ
い
て
、具
体
性
を
欠
く
も
の
と
批
判
し
て
お
り
、実
際
に
『
負

剣
録
』
で
は
、
旅
先
の
習
俗
や
風
景
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
叙
述
に
際
し
て
、
春
水
が
し
ば
し
ば
利
用
し
た
の
が
、
徂

徠
一
派
の
関
心
の
低
か
っ
た
、
陸
游
『
入
蜀
記
』
や
范
成
大
『
呉
船
録
』

な
ど
の
南
宋
の
游
記
で
あ
っ
た
。
今
日
、
春
風
館
に
蔵
さ
れ
る
（
頼
山
陽

記
念
文
化
財
団
寄
託
）
自
筆
草
稿
の
記
述
か
ら
は
、『
負
剣
録
』
中
の
約

六
十
箇
所
の
語
句
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
由
来
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
鳥
海
山
と
潟
湖
で
構
成
さ
れ
る
象
潟
の
特
異

な
風
景
を
描
写
す
る
際
、『
入
蜀
記
』
中
の
鎮
江
の
京
口
三
山
に
つ
い
て

の
表
現
を
、
自
身
に
よ
る
改
変
な
ど
も
施
し
つ
つ
、
利
用
し
て
い
る
。

一
方
で
、
春
水
は
、
徂
徠
一
派
が
好
ん
だ
明
代
古
文
辞
派
の
作
品
か
ら

も
約
二
十
箇
所
の
語
句
を
摂
取
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
興
津
の
自
然
の

描
出
は
、
王
世
貞
「
歴
黄
榆
馬
嶺
記
」
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
春
水

は
、
徂
徠
一
派
へ
の
強
い
対
抗
意
識
を
持
っ
て
い
た
が
、
同
時
に
、
彼
ら

の
文
学
的
な
業
績
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。



洲
の
主
張
を
、
一
併
用
論
者
の
立
場
か
ら
、
現
代
の
日
本
古
典
文
学
、
中

国
学
諸
学
会
に
お
い
て
も
意
義
を
有
す
る
も
の
と
位
置
付
け
、「
国
際
化
」

す
る
学
界
を
席
捲
す
る
「
唐
音
」「
直
読
」
万
能
説
に
一
矢
を
報
い
よ
う

と
す
る
試
み
で
あ
る
。

小
山
田
与
清
の
蔵
書
形
成

―
集
書
と
考
証
と
索
引
の
関
係
―

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員PD

　
梅
　
田
　
　
　
径

小
山
田
与
清
は
弘
化
三
年
、
自
ら
の
蔵
書
の
大
半
を
徳
川
斉
昭
へ
と
寄

贈
す
る
。
こ
れ
ら
の
図
書
は
彰
考
館
に
お
い
て
「
潜
龍
閣
文
庫
」
の
一
部

に
吸
収
さ
れ
「
小
山
田
本
」
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
『
彰

考
館
図
書
目
録
　
付
焼
失
目
録
』（
八
潮
書
店
、
一
九
七
七
）
に
付
さ
れ

た
「
小
山
田
本
」
の
注
記
に
よ
っ
て
判
別
で
き
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
発
表
者
が
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

で
調
査
し
た
範
囲
に
限
っ
て
も
、
目
録
の
注
記
以
上
の
多
数
の
図
書
が
、

小
山
田
与
清
旧
蔵
書
と
し
て
認
定
で
き
た
。
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
に
は
、

蔵
書
印
、
特
異
な
波
線
、
傍
線
、
圏
点
と
い
っ
た
書
き
入
れ
や
多
種
の
奥

書
や
書
き
付
け
、
蔵
書
票
へ
の
注
記
な
ど
、
他
の
彰
考
館
文
庫
本
に
は
な

い
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

本
発
表
で
は
、
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
の
悉
皆
調
査
の
途
中
経
過
を
報
告

し
、
そ
の
集
書
や
利
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
彰
考
館
文
庫
中
、
小

津
阪
東
陽
の
「
唐
音
説
」
に
つ
い
て

―
殆
ど
沙
を
こ
ね
る
が
如
し
―

早
稲
田
大
学
　
池
　
澤
　
一
　
郎

近
世
後
期
の
伊
勢
津
藩
の
儒
者
で
あ
っ
た
津
阪
東
陽
に
は
「
唐
音
説
」

（
国
会
図
書
館
所
蔵
『
東
陽
先
生
詩
文
集
』
巻
五
）
が
あ
っ
て
、
近
世
中

後
期
に
、漢
籍
の
唐
音
直
読
が
普
及
し
、白
話
小
説
が
読
書
人
の
間
で
争
っ

て
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
幻
想
を
見
事
に
打
ち
砕
く
。

唐
話
に
よ
る
漢
籍
直
読
の
提
唱
者
荻
生
徂
徠
も
、
次
善
の
策
と
し
て
、

「
顛
倒
」「
和
訓
」
で
漢
籍
を
解
読
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
（『
譯
文
筌

蹄
』
題
言
第
五
則
）。
徂
徠
と
雁
行
し
て
直
読
を
提
唱
し
た
雨
森
芳
洲
は
、

中
国
語
を
文
言
と
白
話
と
に
峻
別
し
、
唐
音
直
読
は
必
須
だ
が
、
文
言
の

習
得
に
際
し
て
は
、
唐
音
に
よ
る
会
話
力
は
妨
げ
に
な
る
と
し
た
。
唐
音

直
読
論
者
と
し
て
名
高
い
二
人
の
碩
学
鴻
儒
は
、
実
は
和
訓
と
音
読
と
の

併
用
論
者
で
あ
っ
た
。

津
阪
東
陽
の
「
唐
音
説
」
は
、
文
言
習
熟
に
「
唐
音
」
学
習
は
不
要
だ

と
す
る
論
拠
に
雨
森
芳
洲
の
『
橘
窓
茶
話
』
の
一
節
を
引
用
す
る
。
そ
こ

で
芳
洲
は
、
五
十
年
を
超
え
る
唐
音
学
習
歴
を
回
顧
し
て
、
砂
で
団
子
を

固
め
る
よ
う
な
徒
労
で
あ
っ
た
と
吐
露
す
る
。
結
局
、
孔
子
が
言
う
よ
う

に
、
何
も
し
な
い
で
い
る
よ
り
は
、
た
と
い
博
奕
で
も
何
か
し
て
い
た
ほ

う
が
ま
し
な
の
で
、
そ
の
積
も
り
で
娯
楽
と
し
て
や
る
の
な
ら
い
い
、
自

分
に
は
そ
ん
な
暇
が
な
い
か
ら
や
ら
な
い
と
す
る
。
本
報
告
は
東
陽
や
芳



永
正
七
年
十
月
の
禁
裏
和
歌
御
会
を
最
後
に
、
女
性
歌
人
の
公
的
和
歌
行

事
へ
の
詠
進
は
途
絶
え
る
。
坂
内
泰
子
氏
に
よ
れ
ば
、
宮
廷
に
お
け
る
女

性
歌
人
の
詠
進
が
復
活
す
る
の
は
、
中
御
門
天
皇
の
御
代
、
享
保
十
七
年

正
月
の
禁
裏
和
歌
御
会
で
あ
り
、
二
百
十
年
余
り
途
絶
え
て
い
た
女
性
歌

人
の
詠
進
の
復
活
は
、
朝
儀
再
興
の
一
環
と
し
て
で
あ
っ
た
（『
国
語
と

国
文
学
』
一
九
九
八
年
三
月
）。

光
格
天
皇
の
御
代
は
、
後
桜
町
上
皇
が
仙
洞
か
ら
御
幸
し
て
和
歌
御
当

座
始
に
出
座
し
、
中
宮
欣
子
内
親
王
や
女
房
が
内
裏
の
和
歌
御
会
始
、
七

夕
御
会
、
重
陽
御
会
に
詠
進
し
た
。
ま
た
、
公
の
和
歌
御
会
と
は
別
に
、

光
格
天
皇
は「
女
房
月
次
」「
女
房
内
々
当
座
」を
催
し
、自
ら
も「
花
月
」「
花

月
堂
」
と
い
う
号
に
よ
っ
て
歌
を
詠
ん
だ
。
女
性
歌
人
の
活
躍
が
、
宮
廷

歌
会
を
運
営
す
る
光
格
天
皇
の
主
導
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
光

格
天
皇
歌
壇
に
お
け
る
後
桜
町
上
皇
の
存
在
の
大
き
さ
に
も
言
及
す
る
。

山
田
本
と
認
定
し
う
る
伝
本
の
特
徴
を
整
理
し
た
上
で
、
与
清
が
図
書
を

実
際
に
利
用
す
る
上
で
扱
い
や
す
い
よ
う
、
索
引
や
考
証
随
筆
と
の
連
携

を
視
野
に
い
れ
た
情
報
を
書
き
付
け
て
い
た
。

特
に
『
群
書
捜
索
目
録
』
及
び
『
類
字
函
』
に
対
応
す
る
語
句
へ
の
傍

線
や
圏
点
、
鼇
頭
に
着
目
し
た
い
。
門
弟
の
書
写
本
に
も
そ
れ
ら
は
移
点

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
奥
書
に
記
さ
れ
た
感
得
・
校
合
奥
書
な
ど
か
ら
、

関
心
の
推
移
を
伺
う
事
が
で
き
る
。
与
清
は
単
な
る
集
書
に
留
ま
ら
ず
、

考
証
や
疑
問
へ
の
応
答
を
念
頭
に
お
い
て
、
必
要
な
情
報
や
語
句
に
素
早

く
行
き
当
た
る
よ
う
、
整
備
さ
れ
た
蔵
書
管
理
を
行
な
っ
て
お
り
、
擁
書

楼
で
は
こ
う
し
た
書
籍
を
利
用
し
た
考
証
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。

光
格
天
皇
と
女
性
歌
人

京
都
産
業
大
学
　
盛
　
田
　
帝
　
子

本
発
表
は
、
光
格
天
皇
の
御
代
の
女
性
歌
人
の
営
為
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
、
男
性
歌
人
を
対
象
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
堂
上

歌
壇
史
の
空
白
を
埋
め
、
宮
廷
に
お
け
る
女
性
歌
人
の
役
割
を
歌
壇
史
上

に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。

宮
廷
に
お
け
る
公
的
和
歌
行
事
へ
の
女
性
歌
人
の
詠
進
は
、『
古
今
和

歌
集
』
成
立
以
後
、
歌
合
な
ど
の
行
事
を
含
め
て
定
着
し
た
が
、
王
権
と

表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
宮
廷
の
女
性
歌
人
の
文
化
的
活
動
は
、
朝
廷

お
よ
び
公
家
の
勢
力
が
衰
退
し
て
ゆ
く
に
し
た
が
っ
て
次
第
に
減
少
し
、
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